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トピック（小谷コレクション）

   



発行日はコングール山登山隊の総隊長として現
地に赴き、帰国した直後にあたる。

8月13日の日記より引用

“定刻より30分遅れの16:00北京空港を離陸す
る。乗客は定員の半分位。PIA（パキスタン国際航
空）としてはよく乗っている方だろう。ひさしぶりの
PIAでなつかしい。すこしウトウトしているとティの
サービス。
ミルクをたっぷり入れたパキスタンチャエ（茶）だ。

メルバーンが入れてくれたティを思い出す。あの時
思い出などをあつめた選筆集山なみ帖も出来上
がってくるらしい。コングールを成功してこの本を配
れるようだと嬉しかったのだが…… （中略）
20：05成田着、日本時間21：05だ。定刻より20

分遅れ。“

※ メルバーンはディラン峰「ナガールのハイポーター」に
登場する朗らかな名コック

『山なみ帖』 （私家版）
小谷隆一
茗渓堂

1981年8月16日発行

（小谷コレクション）
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『山なみ帖』 （限定版）
小谷隆一

1981年8月16日
茗渓堂発行

小谷達雄氏 蔵

限定壱百貮拾冊之内 第一號 貞子様
限定壱百貮拾冊之内 第二號 達雄殿

貞子 達雄 隆一（1953年撮影）
小谷達雄氏 蔵
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『山なみ帖』 愛蔵版
小谷隆一 １９８１（昭和56）年

茗渓堂発行

小谷達雄氏 蔵

参考資料
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小谷書評

拙著「山なみ帖」の愛蔵版である。

フランスにおいて造本を研究された大家氏の装幀、製作
によるものである。いわゆるルリュ－ル製本手法の書物で
ある。

製作を依頼して以来数ヶ月、氏は表紙の革はもちろん、
扉に使用する材料など自ら捜しもとめ何度となく連絡をう
けた。造本は製作者自身の手によって慎重にすすめられ、
すばらしい出来ばえの書物となった。外箱から本を出し入
れする際でも、製作者の心にくいばかりの配慮が感じられ、
その芸術的手法に感心している。

見開きに、谷文晁の「名山図会」を使用することだけは、
私のアイデアであった。かつて私の手元に、図譜・図会あ
わせて3部所持していたが、それに加えてパリの骨とう市
でもう1部の図会を入手することになった。大へん心惜しく
感じられたが、この図会を解体して扉に使用することにし
た。大先輩の小林義正さんが高島北海の版画を使われた
ように。私も第一号には文晁の富士山を使った。

『山なみ帖』 （愛蔵版）

小谷 隆一

山岳名著100選

※ 大家氏は大家利男（おおいえとしお） 造本家 1949年生まれ
1970年に渡仏し、フランス国立エスティエンヌ印刷工芸高等学院で、

       箔押と手工製本（ルリュール）、工業製本全般を学ぶ。
※ 高島北海 （たかしまほっかい） 日本画家 1850年生まれ

明治政府技官として、日本各地の地質、山林、植物等の調査にもあたる。

参考資料 （書評：小谷隆一直筆原稿）
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『山なみ帖 その後』
小谷隆一

茗渓堂
2008年11月1日発行

（小谷コレクション）

『山なみ帖 その後』に
サインされる小谷達雄様

（２０２４年１１月20日ギャラリートークにて）

展示資料No.s3
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『
山
な
み
帖

そ
の
後
』
よ
り

私
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
旅
行

—

オ
ル
ゴ
ー
ル
の
奏
で
る
思
い
出—

私
の
手
元
に
オ
ル
ゴ
ー
ル
つ
き
の
古
び
た
木
製
の
小
箱
が
あ
る
。
何
年
か
に
一
度
、

折
に
ふ
れ
全
く
思
い
出
し
た
よ
う
に
取
り
出
し
て
蓋
を
あ
け
て
み
る
。
求
め
て
か
ら

も
う
三
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年
近
く
も
た
っ
て
い
る
の
に
、
今
も
っ
て
変
わ
ら
ぬ
可
愛
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ロ
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れ
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。
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。
日
本
で
も
と
き
ど
き
耳
に
す
る
有
名
な
民
謡
で
あ
る
。

箱
の
蓋
に
は
牧
場
の
牛
小
屋
が
一
軒
彫
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
背
景
に
は
ユ
ン
グ
フ
ラ

ウ
と
お
ぼ
し
い
山
が
描
か
れ
て
い
る
。
言
う
ま
で
も
な
く
ス
イ
ス
製
の
オ
ル
ゴ
ー
ル
で

あ
る
。

こ
の
小
箱
を
買
っ
た
の
は
、
初
め
て
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
滞
在
中
、
十
日
余
り
を
ス
イ
ス

で
過
ご
し
た
と
き
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
旅
行
中
の
休
暇
期
間
と
し
て
登
山
を
試
み
た

の
で
あ
る
が
、
グ
リ
ン
デ
ル
ワ
ル
ト
を
根
拠
地
と
し
、
ガ
イ
ド
を
傭
っ
て
ヴ
ェ
ッ
タ
ー

ホ
ル
ン
、
ユ
ン
グ
フ
ラ
ウ
に
登
頂
し
、
さ
ら
に
足
を
の
ば
し
て
マ
ッ
タ
ー
ホ
ル
ン
の
頂
上

を
踏
む
こ
と
も
で
き
た
。
連
日
快
晴
に
も
恵
ま
れ
て
実
に
楽
し
い
登
山
だ
っ
た
。
い
よ

い
よ
グ
リ
ン
デ
ル
ワ
ル
ト
を
別
れ
る
日
の
朝
、
村
の
通
り
の
土
産
物
屋
で
買
っ
た
の
が

こ
の
オ
ル
ゴ
ー
ル
の
小
箱
で
あ
っ
た
。

（後
略
）

自筆原稿
「私のヨーロッパ旅行」

１９８３（昭和58）年3月

小谷達雄氏 蔵
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「海保青陵」 研究ノート
小谷隆一
製作年不明

小谷達雄氏蔵

『山なみ帖 その後』収録の「海保青陵と
江戸時代の山登り」に登場する経済思想家
“海保青陵”の著作、『稽古談』『升小談』
等に関する研究ノートである。
小谷は小学生の頃、祖父である2代目藤

七から石田梅岩の教え（倹約、勤勉、正直）
を聞かされていた。京都経済同友会代表幹
事に就任する頃から、再び興味を持ち始め、
研究を始め、梅岩研究家として知られるよう
になった。
青陵は儒教的な側面からではなく、社会・

経済に主眼を置いて倹約を説いた。諸国を
遊説しつつ、立山などへの山登りも行って
いたことから、小谷の関心を引く。

展示資料No.s5

10

トピック



『
山
な
み
帖

そ
の
後
』
よ
り

海
保
青
陵
と
江
戸
時
代
の
山
登
り

江
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時
代
後
期
の
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経
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学
者
に
海
保
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陵
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い
う
人
が
い
る
。

名
は
皐
鶴
、
字
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萬
和
、
通
称
儀
平
。
丹
後
宮
津
藩
の
城
主
青
山
大
膳

の
家
老
、
角
田
市
左
衛
門
の
長
子
と
し
て
宝
暦
五
年
（
一
七
五
五
年
）
江

戸
に
生
ま
れ
た
。

青
陵
の
父
は
、
荻
生
徂
徠
派
の
儒
者
で
あ
っ
た
。
そ
の
薫
陶
を
受
け
て

育
っ
た
青
陵
は
、
長
じ
て
青
山
家
に
儒
官
と
し
て
仕
え
た
が
、
そ
の
職
も

七
年
の
後
に
辞
し
て
自
由
な
身
分
と
な
っ
た
。
生
涯
の
大
半
は
京
都
に

住
ん
で
い
た
が
、
特
に
旅
行
を
好
み
、
江
戸
・
越
中
・
加
賀
を
は
じ
め
讃

岐
・備
中•

紀
伊
な
ど
の
各
地
を
旅
し
て
講
義
を
行
っ
て
い
た
。

ひ
と
言
で
い
え
ば
、
江
戸
後
期
の
す
ぐ
れ
た
思
想
家
で
あ
り
、
同
時
に

経
済
学
者
で
あ
っ
た
。
そ
の
功
績
は
最
近
に
な
っ
て
高
く
評
価
さ
れ
る
よ

う
に
な
っ
て
い
る
。

私
も
か
な
り
以
前
か
ら
海
保
青
陵
の
思
想
に
大
き
な
関
心
を
寄
せ
て

い
た
。
著
作
も
、
『
稽
古
談
』『
升
小
談
』
『
洪
範
談
』『
善
中
談
』
な
ど
多
く

の
書
が
残
さ
れ
て
お
り
、
興
味
を
も
ち
な
が
ら
そ
れ
ら
の
書
物
を
読
ん

で
い
た
。

江
戸
時
代
後
期
と
い
え
ば
、
京
都
で
は
伊
藤
仁
斎
を
は
じ
め
、
山
崎
闇

斎
、
石
田
梅
岩
な
ど
、
す
ぐ
れ
た
学
者
や
思
想
家
が
少
な
く
な
い
が
、
青

陵
は
そ
れ
ら
の
人
と
は
ひ
と
味
違
っ
た
存
在
で
あ
っ
た
。
多
く
の
思
想
家

が
儒
教
の
教
え
の
上
に
乗
っ
た
教
義
を
説
い
て
い
た
中
に
あ
っ
て
、
青
陵

の
思
想
は
ま
っ
た
く
自
由
で
独
創
的
で
あ
っ
た
。

（後
略
）

か
い
ほ
せ
い
り
ょ
う
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書誌カード ・ ケース
小谷隆一

（小谷コレクション）

手作りの書誌カードがケース内に年代別に区分
けされている。
ケースに入っていないカードも多数ある。先に図書

目録（ビブリオグラフィー）を作り、書誌カードを作
成してから、手元に無い本のリストを作って、馴染み
の本屋に一括注文し、入荷したものから購入する
方法を採ったと記している。

展示資料No.s6-1
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『A HISTORY of MOUNTAINS,』
の扉に押された小谷蔵書の朱印

蔵小
書谷

蔵書印
二六印房

製作年不明

（小谷コレクション）

展示資料No.s6-2

二六印房：大正4年創業の松本市中央にあった印鑑専門店
伝統の完全手彫りの印章彫刻が特徴
（2024年12月より「二六工房」として北安曇郡池田町に移る）

小谷が松高時代に
作ったものであるか
どうかは不明
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『
山
な
み
帖
』
附
録

よ
り

小
谷
文
庫
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

島
田

巽

（前
略
）

た
と
え
ば
、
整
理
方
式
に
も
小
谷
さ
ん
ら
し
い
積
極

性
を
私
は
感
じ
る
。
カ
ー
ド
つ
く
り
は
大
切
な
仕
事
の

一
つ
で
、
用
意
し
た
三
千
枚
の
カ
ー
ド
を
、
普
通
な
ら
手

許
の
書
物
一
冊
ご
と
に
記
入
し
て
行
く
と
こ
ろ
を
、
小

谷
さ
ん
は
山
岳
書
全
般
の
ビ
ブ
リ
オ
グ
ラ
フ
ィ
を
ま
ず

作
成
し
て
、
そ
れ
を
全
部
カ
ー
ド
化
し
た
上
で
手
許
に

あ
る
本
と
照
合
す
る
。
カ
ー
ド
は
つ
く
っ
た
が
本
の
な
い

分
が
、
こ
れ
か
ら
蒐
集
の
対
象
と
さ
れ
る
わ
け
で
、
当
初

の
作
業
で
も
七
六
〇
枚
の
カ
ー
ド
が
残
っ
た
と
い
う
。
こ

の
よ
う
な
消
去
法
を
考
え
ら
れ
た
あ
た
り
に
、
小
谷
さ

ん
の
文
庫
充
実
へ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
見
受
け
ら
れ
る
。

（後
略
）

蔵書数集計メモ
小谷隆一

1９７７（昭和５２）年7月

小谷達雄氏 蔵

展示資料No.s7
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「蔵書検索システム概算見積書」

（小谷コレクション）

1987年に梅棹忠夫と対談した頃、パソ
コン活用による蔵書管理を検討していた。

蔵書検索システム仕様概略
N5200モデル05MkⅡ
（1984年12月発売）
NEC独自OS（PTOS）
専用データベースソフトウエア

システム概算見積 137万円

展示資料No.s8-1
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「蔵書検索システム概要書」

（小谷コレクション）

展示資料No.s8-2
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『白きたおやかな峰』

北 杜夫 （きた、もりお） 1927-2011

新潮社
1966年刊

小谷達雄氏 蔵

展示資料No.s9

カラコルムの未踏峰ディラン（7,232m）に日本人の遠征隊が
挑む物語である。
小谷隆一率いるディラン峰遠征隊の実話をもとに描かれた作品

で、小谷は小滝隊長として登場する。医師として加わった北杜夫
をはじめ、実際の隊員たちが名前を変えて登場している。

ブックケース 本体 17
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ディラン峰へのルート図が見返し
に描かれており、キャンプ地を経て
ＤＩＲＡＮ目前の×印まで到達した
ことが示されている。
小谷隆一をはじめとする遠征メン

バーの直筆サインが、物語の中で
の登場人物名とともに書かれてい
る。一番左は、斎藤喜美子氏（北
杜夫夫人）のサイン。

『白きたおやかな峰』
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展示資料No.s9 （書評：小谷隆一直筆原稿）

小谷書評

著者は本名斉藤宗吉、高名な歌人斉藤茂吉の次男
である。山の蝶に大きな興味をもち、旧制松本高校に
学んだが、私の一級下の同窓生である。主要な作品
は、どくとるマンボウ航海記、楡家の人びと、などで、
その他多くのベストセラーを著している。

昭和40年、京都府山岳連盟はカラコルムのディラ
ン峰に遠征隊を派遣した。私はその隊長としてカラコ
ルムへ向ったが、著者はドクターとしてこの登山隊に
加わってくれた。そしてその登攀の状況を、ほぼ事実
どおりにまとめてくれたのがこの書である。各隊員は
仮名で記されているが、いずれもその性格や行動が
よく描かれている。

この書物は、井上靖氏の｢氷壁｣とならんで本格的
な山岳文学であるという評価をうけている。その後、
新田次郎氏の一連の作品など多くの山岳小説が世
に出ているが、この書はそれらの先駆けであろう。な
お同じ著者の｢岩尾根にて｣ ｢谿間にて｣も小品では
あるが山の文学といえよう。

『白きたおやかな峰』
北 杜夫

山岳名著100選 19
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『
山
な
み
帖
』
よ
り

『白
き
た
お
や
か
な
峰
』私
感

か
つ
て
私
は
北
杜
夫
君
に
、
山
を
テ
ー
マ
に
し
た
小
説
を
書
い
て
み
た
ら―

と
、
す
す
め
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
そ
の
時
、
提
供
し
た
の
は
『
白
き
た
お
や
か
な

峰
』
の
な
か
に
も
出
て
く
る
、
昭
和
十
五
年
、
前
穂
高
東
壁
に
お
け
る
松
高
山

岳
部
の
遭
難
事
件
で
あ
っ
た
（
『
白
き
た
お
や
か
な
峰
』
の
な
か
で
は
、
小
滝
隊

長
の
経
験
と
な
っ
て
い
る
が
、
そ
れ
は
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
で
、
実
際
は
松
本
高
校
の

先
輩
で
あ
る
北
村
正
治
氏
の
経
験
さ
れ
た
事
件
で
あ
り
、
松
高
山
岳
部
報
『わ

ら
ぢ
』
六
号
に
詳
し
く
記
載
さ
れ
て
い
る
）
。
昭
和
の
初
期
か
ら
、
我
が
国
の
山

岳
会
に
お
い
て
大
活
躍
を
し
た
、
往
年
の
松
高
山
岳
部
の
活
動
を
テ
ー
マ
に
、

思
い
出
深
い
寮
歌
も
お
り
こ
ん
で
、
一
大
ロ
マ
ン
を
書
い
て
ほ
し
い
と
い
う
、
旧

制
高
校
に
対
す
る
捨
て
が
た
い
郷
愁
か
ら
く
る
願
い
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
そ
の

希
望
が
、
こ
の
よ
う
な
か
た
ち
で
い
れ
ら
れ
る
と
は
、
当
時
は
考
え
も
し
て
い

な
か
っ
た
。

（中
略
）

最
後
に
、
こ
の
作
品
が
登
山
を
愛
す
る
人
た
ち
だ
け
で
な
く
、
山
を
知
ら
な
い

人
々
に
も
広
く
読
ま
れ
、
登
山
と
は
足
で
登
る
だ
け
の
も
の
で
は
な
い
と
い
う

こ
と
を
、
少
し
で
も
多
く
の
人
に
理
解
し
て
も
ら
い
た
い
と
い
う
の
が
、
私
の
念

願
で
あ
る
。

物語には、松本高等学校山岳部
で1940（昭和15）年3月に前穂
高東壁（奥又白）において実際に
起きた遭難事件をもとに描いた部
分がある。
小谷が実際に体験した事件では

ないが、小谷が北に提供した話で
あった。松高山岳部報『わらぢ』で
遭難の詳細な状況が報告されてい
る。
物語中では、小滝隊長が経験し

た話としてリアルに描かれている。
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カメラ

スーパーセミイコンタV型
ドイツ ツァイス・イコン社

1951年製造

小谷達雄氏 蔵

展示資料No.s10

1929年、ドイツツァイス・イコン社が発売を開始したカ
メラ「イコン」の最終モデル。1951年製造。レンズは
ツァイスオプトンテッサ―、75㎜・F3。コンパクトな折り
たたみカメラで、機動性に富んでいる。

21
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カメラ

ライカM3
ドイツ エルンスト・ライツ社

1955年製造

小谷達雄氏 蔵

展示資料No.s11

1954年の発売開始当時、レンジファインダーカメラの
最高峰に位置し、35ミリフィルムがスタンダードとなる
契機をとなったレンズ交換式カメラ。製造番号から
1955年製造であることがわかる。
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カメラ

プラウベル・マキナ67
日本製

1979年製造

小谷達雄氏 蔵

展示資料No.s12

折りたたみカメラ「マキナ」を製造していたドイツ
プラウベル社をドイグループの土居君雄が買収、
プラウベル社・ニッコーレンズ・小西六（現・コニ
カ）各社の技術を駆使して製造された常用できる
6x7の日本製カメラ。ニッコールレンズの描写力は
このカメラ最大の魅力。電子的装備を最小限に抑
え、電池がなくても撮影できる点も特徴。
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H-16 SUPREME
16mm Camera

Paillard Bolex
1954年

小谷達雄氏 蔵

記録映像
「西部カラコルム ディラン峰に挑む 7273M 」

映像提供 京都府山岳連盟

期間限定 展示資料①

期間限定 展示資料②

記録映像
「西部カラコルムディラン峰に挑む 7273M」（約２７分）

（制作：信州大学附属図書館，２００７．）

196５（昭和40）年の遠征記録「西部カラコルム ディラン峰7273ｍ
に挑む」（音声なし）に、塚本珪一氏のナレーションをつけ２００７（平成
１９）年に編集した映像です。

後ろは専用の収納バッグ（茶色）

24

トピック

つぎへ

https://www.shinshu-u.ac.jp/guidance/media/movie/2025/06/-7273m.html
https://www.shinshu-u.ac.jp/guidance/media/movie/2025/06/-7273m.html
https://www.shinshu-u.ac.jp/guidance/media/movie/2025/06/-7273m.html
https://www.shinshu-u.ac.jp/institution/library/archives/news/upload/kotani_7_Web.pdf
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